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どエンタングルメントは無いことになる｡特に､Ⅳ → ∞ の極限では､任意の有限個の点の間の
相関が消えてしまうので､実際にはエンタングルメントを見つけることも利用することもできず､
この意味でエンタングルメントは無いと言ってしまって良いようにも思える｡このような二面性
が､カオス系のエンタングルメントの特徴である｡
また､GUEの計算結果は､ヒルベル ト空間の圧倒的大多数の状態はカオス状態であることを示
している｡このことと､カオス状態が熱力学と矛盾しない安定な状態でことを考えると､｢マクロ
系における熱的状態とは､実際にはここで述べた意味でのカオス状態なのではないか?｣という予
想がもっともらしく思えてくる4｡この点については､今後さらに深く追及していく予定である｡
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4統計力学で使われる各種のアンサンブル (ミクロカノニカル､カノニカル等)は､平衡状態における物理量を計算
するための便利な ｢道具｣ではあるが､このことは､熱平衡にある系の状態がこれらのアンサンブルを表す混合状態と
一致しているということを意味しない｡実際には､我々はマクロ系の全てのオブザーバブルの内ごく一部しか測ること
が出来ない｡(つまり､微視的状態を確定することはできない.)そのごく一部の物理量がアンサンブル平均とよく一致
するというだけである｡
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